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“地球規模健康課題(グローバル・ヘルス)の
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国際保健は大きな変貌を遂げている。21

世紀の最初の15年で、三大感染症と小児

保健（ワクチン）に特化した財政支援組

織を通して、体系的かつ大規模なODAが

投下されたこともあり、世界の健康水準

は大幅に改善した。これに伴い、多くの

国々が貧困と不健康の悪循環を脱し、低

所得国から中所得国となり、疾病や年齢

構造はさらに変わりつつある。我が国が

昭和30年代から40年代の高度成長期に経

験した状況が起こっているのであり、国

際保健をODAを使った低所得国支援に矮

小化して考えることは全く当を得ない世

界となっている。高所得国の官が低所得

国の官を支援するという「国際」保健と

いう言葉に代わって、官民の資金を市民

社会や産業界の参加による相乗効果を得

ながら健康投資するという「グローバル

・ヘルス」という概念が出てきた由縁で

ある。同時に、エボラ出血熱のアウトブ

レークに象徴される地球規模の健康危機

管理の必要性も繋がりあう世界では緊急

の課題となっている。日本の有する医療

･医療プロダクトが貢献できる機会と仕

組みがどのようなものか、WHOの機能に

言及しながら、ダイナミックに展開をす

るグローバル・ヘルスの「イマ」を説明

する。


